
5) ニホンザルの胎児型ヘモグロビン

竹中 修 ･竹中晃子 ･森本英樹

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

6) ゲラダ,アヌビス,マントヒヒのヘモグロビンの性

質一高地適応の観点から

竹 中 修

第22回プリマーテス研究会 (1977)

7) 詔長額のペプシノーゲンとペプシンー Macaca屑

での基本構成成分について

景山 節 ･高橋位治

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

8) Horseshoe crab coagulogen-Its structure and

gclationmechanism.Iwanaga,S.,S.Nakamura,

T.Takagi,T.Morita,∫.S.Fimlayson,K.Taka･
hashiandM.Niwa.VIthInternationalCongress

onm ombosisand Haemostasis.Phihdclphia

(1977).

9) カブトガニの血液投固因子一円蕃素感受性凝固酵素

のm封とその性質.

中村 伸 ･森田隆司 ･岩永貞昭

丹羽 允 ･高相馳治

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

10)カブトガ.=血球抽出紋の凝固酵素を用いたエンドト

キシンの新しい定立法.

原田敏枝,森田隆司.中村 伸

岩永貞打乱 丹羽 允

日本生化学会第50年回大会東京 (1977)

ll)カブトガニ COagulogenの一次構造の研究.

外聞安次.高木 敵 中村 仲

森田隆司,岩永月田.

日本薬学会荊98年回大会岡山 (1977)

系統研究部門

江原昭昔 ･野上裕生

相見満 ･瀬戸口烈司

系統研宛部門では,現在相見満 (助手)が昭和52年7

月16日～昭和53年7月15日の1年間.インドネシア国に

おける節四妃胡乱郊の研究に従乳 本研究は国際協力事

深田のBf金に基づくインドネシアの第四紀の地質調査研

兜 (田技 :淡辺田経)の一式を担うものであり,着実に

成火があがっている模様である｡

また当研究部門には昭和52年 1月から昭和53年7月ま

で.アンダラス大学のアムシール･′くカル講師が.文部

省外凹人留学生として滞在,その間 ｢詔長数各群のPter･

ionの形態｣について研究し. その成果を第53回プ.)

マーチス研究会で発表した｡昭和53年8月から昭和54年

3月末日まで,日本学術振興会の外国人共同研究者とし

て.引き続き当研究部門で ｢霊長類の下顎骨にみられる

性的二型の形態学的研究｣のテーマのもとに.研究に従

等iしている｡

頼戸口烈司 (助手)は昭和52年5月 1日～11月30日お

よび昭和53年2月 1日～3月30日の9ケ月臥 アメ.)カ

合衆国カーネギー自然史博物館において第三紀胡乱穀の

研究に従事｡この研究によりテキサス工科大学からPh.

D･の学位を授与された｡昭和52年12月 1日より昭和53

年1月31月まで.文部省科研費による r南米大陸におけ

る広鼻揖税の系統 ･進化に関する研究Jに参加のためコ

ロンビアで発掘調査に従事し.第三紀嘱乳類化石を多数

収集した｡

研 究 概 要

1) 詔長潮各分類群の比較形態学的研究

江 原 田 醤

1･ 琉部支持機構の比較形儲学的研究 (総統中)

2･ ヒトおよび詔長獄下顎角の発適と機JuBの形腿学的

分析

3. 詔長狭の性的二型の形態学的･行動学的分析

4･ 行動の解発因となるメルクマールの形闇学的 ･系

統発生学的研究

2) 熱帯アジアにおけるヤセザル類の形態学的 ･系統発

生学的研究

江 府 昭 苛

3) 硬組給の形儲学的研究

野 上 裕 生

1. 詔長窺歯牙の組綴学的研究

2･ 家畜およびその野生起におけるエナメル質の発選

の変異

3. 骨組孤の形態研究

4) 第三紀の食虫郊 ･原虫茄と有袋斑の研死

相 戸 口 烈 司

捻 説

1) 江原昭拳 (1977):メンタウェイの孤島にすむサル

たち｡モンキー,155,6-13.

2) 江原砥善 く1978):サルとヒトをつなぐ論理｡科学.

48,209-212.

3) 江原昭善(1978):激N.･する入獄起源諭｡白紙.33,

48～58.

4) 瀬戸口烈司(1977):ニューギニアの生物相成立史｡

rニューギニア中央高地Jl:朝日新聞社｡

論 文

1) 江原昭串 (1978).'性的二型試論｡生物科学.30,

3～10.
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2) Setoguchi,T.,(inpress):GeologyandPaleonto-

logyorBadwaterCrcckArea,CentralWyoming.

PartJG.TheCedarRidgeLocalFauna(Late

Oligoccnc).Bull.CarncgicMus.

報 告 そ の 他

1) 江原昭詩 ･松本六(1978):掛川市出土の横穴古墳人

付

学会発表その他

1) シシバナザJt,(Simiasconcolor)の鼻骨の形態につ

いて

江 原 昭 尊

前31回入獄学 ･民族学迎合大会

2) シシバナザルの頭骨の形怨特徴

江 原 昭 畢

郡82回日木解剖学会総会

3) 詔良獄の性的二型

江 原 昭 苦

節5回日本性科学会試訴

幸島野外観察施設

岩本光雄 (施設長 ･誰) ･森 明雄

率島をめぐる観光開発や観光客の増大によるフィール

ド維持の困難さは持碗している｡この間皿は並木的には,

国による管理体制をとろことが瓜も望ましい解決法であ

ろう｡

52年3月.串良と本土の間の市域に砂が堆和し,千籾

時には陸続きになる現免が起った｡このため観光客は自

由に渡島でき.またサルが観光客の餌にひかれて本土に

絞る可能性ができており.その皆矧 こ大きな努力を注い

だJ｡夏には陸と品が離れたが,53年2月再び島が陸続き

になり始めた｡

≪群れの状況≫

串良に生息するニホンザルは91頭 (53年3月現在)で

ある｡51年から目立つようになった夏期におけるメスの

ヒト.)ザル化が52年5月頃から再び起った｡52年10月gi

から.こうしてヒトリザル化したメスが集まり.それに

オトナオスのノポ.)が加わって10頭からなる小グループ

ができた｡このグループは交尾1抑こなって再び主群に吸
収された｡ この夏に群れのまとまりが悪くなる現象は.

観光客その他の人によろ坪野と考えられ.それを防止す

るためと.ここ赦畔.子ザルの成戊の退廷が目立ったの

で,その回配を計るための2つの目的で52咋7月10日～

9月5日に.招靭群れに大豆を絵糾した｡

研 究 概 要

1) 串応のサルの生態学的社会学的研究

森 明 雄 ･三戸サツヱ

冠地富士男･山口田嗣

前年度からの総統で.ボビュレーシヲン動態に関する

謂文科を収銀している｡布月1回ほぼ全個体の体重測定

を行っている｡社会学的研死については.通年の変化や,

個々のトLJックについて調べていろ｡夏における給餌の

結果.季節はずれに.メスの scxualswdlingが見られ

たので,この間皿を性成熟および性行動の祝点から解析

した｡

2) ニホンザルの小グループの研充

森 nj] 雄

幸島でできた分裂群は.大変小さなグループであり.

このグループの分析を行なうことによって社会的迫の骨

格を明らかにしようと筑みた｡

3) 内部寄生虫に関する研兜

今田熱 く田崎大) ･耕 明堆

内部寄生虫卯の季節変化を.佃月1臥 伯仲矧 こ抹汐吉

することにより,定立的に調べた｡

なれ 52年度に本施設を利用した光岡利用研死掛 ま岩

本俊孝 (宮崎大)である｡その他,ぷmH'J在し.利用し

た研究者は,早木仁成 (訳大).今m熱 く田崎大),管

原和孝 (京大).森桁代 (荊大)符である｡本年度に.

本施設を訪問あろいは利用した研死者は.延べ 289人で

あった｡

なお,本年度は.火映虫で研兜を行なっている大学院

生も.院生只野として串応でフィールド･ワークを行い.
大変忠誠深い経験をした｡

論 文

1) 森明雄 ･森村代 ･出本位孝(1977):串良の野生こホ

ンザルの群れにおけるメスの閲の噸位変動について｡

"形質･退化･E!戊m''(加藤諜安･中尾佐助･稲梓忠

夫嗣).pp.311-334,中央公論社.東京｡

2) Mori,A.(1977):Inlra･troopspacingmechanism

oftheJapancscmonkeysortheKoshimatroop･

Pn'maLcs,18,331-357.
3) Mori,A.(1977);Thesocial organizationof一hc

provisionedJapanesemonkeytroopswhichhave

extraordinarylargepopulationsizes. TheJozLmaE

ofAnLhTOPologicalSoct'etJ of NfmoTl,85.325-345.

学 会 発 表

1) 串良におけるこホンザルメスのヒト1)ザル化と研

群形成について

頼 明 雄

節22回プ1)マーチス研死金 (1978)
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